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『継続は力なり』  

  『チャンスはハゲおやじ』 

校長 保 格 秀 規 

  11 月になり大学や短期大学の推薦入試が始

まりました。本年度は大学入試改革から３年目の

年です。これまでどんな経験をしたかの観点から、

どんな力を付けたかを重視する入試と変わり、略

して「ガクチカ」（学生生活で身につけた力）が

重要と言われています。 

 そのため、入試対策では、「試験当日に高得点

をとれば」の１発ホームランを狙うのではなく、

先の見通しを持って計画的に取り組み、力を付け

ることが必要となっています。 

 そこで今回は、童話作家で口演教育者『久留島

武彦』氏の言葉を紹介します。 

 

◎「継続は力なり」の標語の誕生秘話 

 久留島氏がアメリカ留学時にホームシックで精

神的・肉体的に不調となってしまった際、トーマ

ス・クック社（世界最初の旅行会社）の社員で世

話を焼いてくれた老人が「人間の持っておる力は

三つある。第一は金の力、第二は身分の力、第三

は思想の力。自分の思うままにできるのが思想。

自分でダメと思ったら本当にダメになる。なんと

かなると思えば明るい方へ動く。思想は力なり」

の助言をヒントに留学をやり遂げた。帰国してか

ら口演で話す標語は「思想は力」から「考えは力」

と変わり、日本人は気が早くて考えを継続するこ

とが難しいと気づいて「継続は力なり」の標語が

誕生。以後座右の銘とし、晩年まで継続して口演

された。「継続は力なり」を生み出した久留島は

身をもって実践された。 

 

◎「チャンスはハゲおやじ」 

～昭和 35 年大分県立森高校３年生への口演から 

 当時卒業間近の女子が聞いた口演は、今でも記

憶に残っているそう。内容を一部抜粋。 

 

『ご挨拶を申し上げます。久留島であります。今

日の演目はチャンス。（中略）西洋人は「運命の

神様は前の頭に髪の毛があるが、後ろの頭はハゲ

たおやじだ」とこう言う。向かってくる時に見る

と、前の頭に毛が生えておるから、こいつをひっ

捕まえることは造作がない。ギュッとつかめば、

すぐにこれを押さえつけることができる。ところ

が、後ろ頭がハゲだから行きすぎた時に「あれが

運命の神様だったか」と追いかけていくと、後ろ

頭がつるつるのハゲだ。掴もうとすればするほど

滑る。滑るから慌てれば慌てるほど運命の神様を

向こうに押し退けていくのです。つくづく運命の

神様というものはいつどこにやってきて人を訪ね

るのか分からん。なるほど、ぶつかった時が自分

の運命。それを掴むか掴まないか。諸君、あなた

方の運命は、今待ち構えてあなた方を待っとるん

でありますよ。』 

 

 人生上手くいかないことも多いですが、チャン

スを呼び込む前徴と信じ、地道に準備を行い、継

続しましょう。運命の神様が目の前に来た時に確

実にチャンスを掴むために。 

 

◎久留島武彦（1874.6.19-1960.6.27） 

旧制大分中学から関西学院に転校。普通学部（中

学部の前身）を卒業後、童話作家として作品を発

表しながら、日本・世界で童話の読み聞かせ活動

などに取り組む。日本にボーイスカウトを最初に

紹介し、1924（大正 13）年デンマークで開かれた

ボーイスカウト世界大会に参加した際には童話作

家アンデルセンの生家を訪問。同国でのアンデル

センの再評価を現地の新聞紙上で訴えるなどし、

没後 50 周年にあたる 1925（大正 14）年にはデン

マークから勲章を受けたほか、同国の人々から「日

本のアンデルセン」と称された。  

 

１１月２８日(月)発行



 

 

 

 

 本校では約１０年の長きにわたり、家庭部の

活動として「ひだまりの杜」に手作りタオル帽

子を寄贈していました。 

「ひだまりの杜」タオル帽子活動とは？ 

病気の治療により頭髪が抜けてしまった方へ、手作り

タオル帽子を送る活動をしているボランティア団体です。 

 

その活動を「ひだまりの杜」がインスタグ

ラムにアップしたところ、本校の活動に感銘

を受けたﾌﾘｰｱﾅｳﾝｻｰの清水健さんより連絡が

あり、「ぜひ、伊達緑丘高校の活動への感謝

の気持ちを伝えたい」ということで、講演会

実施の運びとなりました。 

当日、大阪から駆けつけてくださった清水

さんが、奥さんをがんで亡くした体験を交え

「感謝の気持ちと命の大切さ」を語ってくだ

さいました。医療･福祉をめざしている生徒は

もちろん、多くの生徒が心を揺さぶられた熱

いお話しでしたと感想を述べていました。

  

 
≪11/20 室蘭民報より≫ 

 

 

 

 

みなさん、「ピンクシャツデー」って何のこ

とだかわかりますか？本校で今年の７月から毎

月最終水曜日に取り組んでいる活動です。  

元々はカナダでピンクのシャツを着てきた生

徒がいじめられたことを発端に、「学校からい

じめを無くそう」という考えのもとで、生徒が

自主的に全校生徒に呼びかけ、始めた活動だそ

うです。本校でも、この活動を知った有志生徒

が「うちの学校でも取り組めるのではないか」

と全校に呼びかけて始めることになりました。

来月には全校生徒･教職員がおそろいの「ピン

クシャツ」を着る予定です。  

 

 

 

 

 
 

≪11/23 北海道新聞より≫ 

「がん教育講演会」 

ﾌﾘｰｱﾅｳﾝｻｰ清水健さん 

 

 

 

 

 

ピンクシャツデー 

 

 

 

 

 

北海道科学文化協会より 

「科学教育貢献及び実践団体」表彰 

 

 

 

 

海鳥の観察会や水車･アヤ

メ川自然公園での環境保

護活動に、自然科学部の生

徒や有志生徒と共に取り

組みました。 



 

 

 

≪11/24 室蘭民報より≫ 

 

 「北黄金貝塚」は、昭和２７年伊達高校教諭で

考古学者の峰山巌先生が郷土史研究部の生徒と共

に調査、発掘したのがきっかけで整備され、平成

２年に国の史跡に指定されました。令和３年には

世界遺産に指定され、多くの人々が訪れていま

す。 

 伊達緑丘高校では、地元で研究されてきた諸先

輩の意志を引き継ぎ「縄文学習」として、１年次

より「発掘体験」「縄文の森植樹」など様々な体

験を通して「北黄金貝塚」の意義を考えて参りま

した。この度本校が閉校になるため、伊達市教育

長から、この学習活動を引き継いでもらいたいと

いうことで「伊達開来高校」に、「縄文学習」引

き継ぎ式を執り行いました。  

 噴火湾周辺に点在した遺跡について、そこで生

まれ育った生徒達が学習する。まさに先人の足跡

をたどることとなります。 

 縄文から令和、そして未来へと！ 

 

 

 

 

 

 
 

 
北黄金貝塚ｲﾒｰｼﾞｷｬﾗｸﾀｰ「オンネちゃん」と「オコンシベ君」 

本校卒業生 ｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰ 佐藤真理子さん 制作 

「縄文学習引き継ぎ式」 
 

 

 

 

 

 



本校卒業生 

「アイヌモシリ』上映会 

＆ 

福永壮志監督講演会！ 

 

来る１２月２日（金）本校体育館に於い

て，閉校記念事業「アイヌモシリ上映会＆福

永壮志監督講演会」を実施いたします。 

 

福永監督は、2000 年に本校を卒業(16 期)

後、2003 年に渡米し、ニューヨークを拠点

に映画製作を勉強されました。2019 年東京

に拠点を移し、初長編映画「リベリアの白

い血」で数々の賞を受賞した後、5 年をか

けて本作品「アイヌモシリ」を完成されま

した。本作品も名だたる映画祭で多くの賞

を受賞した作品です。 

全校生徒はもちろん、保護者･地域のか

たにも楽しんでいただこうと思いますので

参加を希望される方は本校(24-3021 教頭粟島)

まで事前にご連絡ください。 

日時 １２月２日金曜日 

場所 本校体育館 

受付 11:20 より生徒玄関で受付 

 

 

       

 

１ 木 後期中間考査③  

２ 金 後期中間考査④ 「ｱｲﾇﾓｼﾘ」鑑賞会  

３ 土  

４ 日  

５ 月  

６ 火  

７ 水  

８ 木  

９ 金 車両免許取得説明会（就職･進路決定者） 

10 土  

11 日  

12 月 部長主任会議  

13 火  

14 水  

15 木  

16 金  

17 土  

18 日  

19 月 職員会議 

20 火 成績会議(５分短縮７時間授業) 

21 水 冬季休業前集会  

22 木 冬季休業 冬季講習①  

23 金      冬季講習②  

24 土  

25 日  

26 月      冬季講習③  

27 火      冬季講習④  

28 水      冬季講習⑤  

29 木      学校閉庁日  

30 金  

31 土 1/15 日まで 

 

 １２月の行事予定 

編集後記 

 木々の葉もすっかり落ち、短い秋が終わりを告げ、い

よいよ冬将軍が到来します。残暑から続いた「暖かい」

秋。第８波と思われる感染症の蔓延。なかなか下がらな

いガソリン灯油代。終わりが見えないウクライナでの戦

争。先の見えない時代ですが、昔からこう言います、「冬

来りなば春遠からじ」。春が来ること楽しみに、冬に備

えましょう。 

Ｗ杯でも強豪ドイツを撃破したことですから！ 

 


